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旭川水害タイムライン現地視察 現地視察の目的と旭川全体像

現地視察の目的：旭川水害タイムラインの水系全体への拡大、マルチハザード対応に向けて、上中
流部の現地視察を行い水害リスクを把握する。
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現地視察①
旭川・通谷川合流点

旭川・誕生寺川合流点
（車内から視察）

現地視察②
誕生寺川中流部

旭川ダム、大雨の際
には洪水調整を行う。

現地視察ルート
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場所 内容 時間
美咲町立中央図書館 集合・現地視察説明 10：30～10：50

移動 10：50～11：10

美咲町旭総合支所 現地視察① 旭川・
通谷川合流点 11：10～11：30

移動 11：30～11：50
旭川ダム （通過）

移動 11：50～12：00
誕生寺川旭川合流部 （通過）

移動 12：00～12：20
久米南町役場周辺 ②誕生寺川中流部 12：20～12：50

移動 12：50～13：10

美咲町柵原総合文化
センター

お昼休憩 13：10～14：00
勉強会 14：00～16：00

休乢トンネルを通過する

と通谷川が見えてくる

出発地点

通谷川沿いに集落が
点在している。

川と山に囲まれた狭い地
形に支所や小中学校や家
屋が密集している。

旭川・誕生寺川の合流
部は旭川ダムの放流に
よる影響も受ける。

倭文川沿いに集落が点
在している。

美咲町柵原総合
文化センター

流域界

利当橋
※来年度から稼働予定

久米南

美咲町中央図書館

凡例

岡山市

美咲町

久米南町

やすみだわ

かいだにがわ

しとりがわ

かいだにがわ

かいだにがわ

たんじょうじがわ

たんじょうじがわ

としとう

たんじょうじがわ
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上神目
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かみこうめ

下弓削
しもゆげ



3

浸水深：水没するリスク 浸水継続時間：孤立するリスク

視察場所視察場所

現地視察 ①旭川・通谷川合流点付近（美咲町旭総合庁舎）

美咲町旭総合庁舎付近
では10ｍ～20ｍ未満の

浸水が想定

通谷川沿いは、急傾斜地の崩壊や土石流の警戒
区域にも含まれている。

視察場所

※H30.7豪雨やR1.台風19号では本川と支川合
流部では、本川の影響による背水(バック

ウォーター)で多くの堤防決壊が発生している

浸水深が0.5ｍ以上を継続する時
間は24時間～72時間未満であり、
孤立化するリスクが想定される。

土砂災害のリスク

利当橋
※来年度から
稼働予定

利当橋
※来年度から
稼働予定

通谷川は、約10kmで
高低差250ｍ（I＝1/40）
と急勾配

かいだにがわ

かいだにがわ

利当橋
※来年度から稼働予定

としとう

としとう
としとう

美咲町立中央図書館

美咲町旭総合支所
住民福祉課

久米南町役場

索引図

通谷川

旭川

誕生寺川

かいだにがわ

たんじょうじがわ
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浸水深：水没するリスク 浸水継続時間：孤立するリスク

家屋倒壊：倒壊するリスク 地盤が削り取られ道
路や建物が倒壊する
リスクが想定される。

地盤高が高く浸水
が想定されていな
いエリアもある。

視察ルート

旭川・誕生寺川合流点付近（岡山市北区建部町） ※車内から視察

視察ルート

※旭川ダムからの放流に伴
う浸水も想定されている。

視察ルート

ダム放流による浸水リスク

視察ルート

旭川本川の影響で浸水
が想定されている

福渡小学校では5.0
ｍ～10ｍ未満の浸
水が想定されてお
り、校舎や周辺家
屋が水没するリス
クが想定される。

山と旭川、誕
生寺川に囲ま
れた地域は浸
水継続時間が
24時間～72
時間未満

誕生寺川沿いは、急
傾斜地の崩壊や土石
流の警戒区域にも含
まれている。

土砂災害のリスク
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美咲町立中央図書館

美咲町旭総合支所
住民福祉課

久米南町役場

索引図
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※2019年1月9日ホームページ公開
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視察場所

現地視察②：久米南町役場付近（誕生寺川中流部）

視察場所

誕生寺川の左岸側に
多くの土砂災害警戒
区域がある。

土砂災害のリスク

久米南町役場の周辺は中心
市街地となっている。役場
背後には誕生寺川が流れて
おり、過去にも氾濫により
度々被害が発生している。

凡例

人工改変地

扇状地

山地及び丘陵地

低地

その他

谷底平野･氾濫原

中起伏山地
小起伏山地
小起伏山地
（特に起伏の小さい地域）

丘陵地（Ⅰ）
（大起伏）

丘陵地（Ⅱ）
（小起伏）

国道

河原

水関係犠牲者のほとんどが
洪水の可能性のある「低
地」で発生している。※
⇒「低地」は洪水のリスク
が高い地域
※2019台風19号による人的被害の調査
（速報2019年11月12日版）静岡大学防
災総合センター 牛山素行 より引用

視察場所

地形分類図

美咲町立中央図書館

美咲町旭総合支所
住民福祉課

久米南町役場

索引図

通谷川

旭川

誕生寺川

出典：久米南町ホームページ
http://www.town.kumenan.okayama
.jp/living/bousai_bouhan/bousai/riv
ercamera/camera_shimoyuge.html

出典：久米南町ホームページ
http://www.town.kumenan.okayama
.jp/living/bousai_bouhan/bousai/riv
ercamera/camera_shimoyuge.html

誕生寺川は、約14kmで
高低差120ｍ（I＝1/117）と急勾配
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